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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

平
成
二
四
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成
の
課
題
名
は
「
紀
行
文
に
描
か
れ
た
奈
良

―
―
田
山
花
袋
を
中
心
に
」
で
あ
る
。
自
然
主
義
文
学
者
と
し
て
文
学
史
に
名
前

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
田
山
花
袋
は
、
紀
行
文
作
家
と
し
て
も
多
く
の
作
品
を
残
し

て
い
る
。
本
研
究
は
、
田
山
花
袋
の
紀
行
文
作
家
と
し
て
の
足
跡
・
業
績
を
再
検

討
す
る
と
と
も
に
、
紀
行
文
学
と
い
う
観
点
か
ら
〈
奈
良
〉
と
い
う
ト
ポ
ス
を
と

ら
え
直
す
試
み
で
あ
る
。

　

田
山
花
袋
は
、
現
在
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
、
そ
の
生
涯
で
少
な
く
と
も
八
度
、

奈
良
を
訪
れ
て
い
る
。

①　

一
八
九
八
〔
明
治
三
一
〕
年
三
〜
四
月　

太
田
玉
茗
と
の
月
ヶ
瀬
旅
行
、
志

摩
、
紀
伊
を
め
ぐ
り
、
奈
良
へ
旅
行

②　

一
九
〇
五
〔
明
治
三
八
〕
年
二
月　
『
大
日
本
地
誌
』
の
取
材
旅
行
で
京
都
・

大
阪
・
奈
良
へ
旅
行

③　

一
九
一
〇
〔
明
治
四
三
〕
年
三
月　

前
田
晁
・
窪
田
空
穂
・
吉
江
孤

雁
と
伊
勢
、
月
ヶ
瀬
、
奈
良
の
旅
へ
。

④　

一
九
一
八
〔
大
正
七
〕
年
十
月　

奈
良
・
京
都
（
香
川
景
樹
夫
妻
の

墓
）・
大
阪
を
廻
る
旅
行

⑤　

一
九
二
〇
〔
大
正
九
〕
年
四
〜
五
月　

妻
里
さ
を
つ
れ
て
、
京
都
、

大
阪
、
三
重
、
滋
賀
、
兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山
を
旅
行

⑥　

一
九
二
一
〔
大
正
一
〇
〕
年
晩
秋　

奈
良
方
面
の
旅
行

⑦　

一
九
二
二
〔
大
正
一
一
〕
年
秋　

奈
良
方
面
の
旅
行

⑧　

一
九
二
四
〔
大
正
一
三
〕
年
一
月　

鳥
羽
、
名
張
、
吉
野
、
奈
良
へ

の
旅
行

　

こ
れ
ま
で
、「
紀
行
文
作
家
・
田
山
花
袋
―
―
明
治
期
、
奈
良
へ
の
旅

を
中
心
に
」（
奈
良
大
学
紀
要
、三
九
号
、二
〇
一
一
年
三
月
）
に
お
い
て
、

①
②
の
旅
行
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
年
度
助
成
に
よ
っ
て
、
③
以

降
の
旅
程
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
特
に
、
③
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
奈

紀
行
文
に
描
か
れ
た
〈
奈
良
〉

―
―
田
山
花
袋
「
奈
良
雨
中
記
」
と
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
―
―
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良
大
学
紀
要
に
研
究
成
果
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
研
究
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
、
そ
し
て
研
究
展
望
を
示
し
た
い
。

　

田
山
花
袋
の
紀
行
文
の
中
で
描
か
れ
た
〈
奈
良
〉
と
い
う
ト
ポ
ス
の
表
象
を
分

析
す
る
際
、
し
ば
し
ば
、〈
奈
良
〉
と
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
ら
れ
て
登
場
す
る
の
が
、

「
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
ベ
ル
ギ
ー
の
都
市
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
日
本
一
周
』

（
博
文
館
、
一
九
一
四
〔
大
正
三
〕
四
月
）
で
は
、「
奈
良
を
思
ふ
と
、
私
は
す
ぐ

白ベ
ル
ギ
ー

耳
義
の
ブ
ル
ー
ジ
を
思
ひ
出
す
。
そ
れ
を
舞
台
に
し
た
ロ
オ
デ
ン
バ
ハ
を
思
ひ

出
す
。
ブ
ル
ー
ジ
、
ラ
、
モ
ル
ト
と
い
ふ
小
説
を
思
ひ
出
す
」
と
あ
る
。

　
「
ブ
ル
ー
ジ
、
ラ
、
モ
ル
ト
」
と
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
詩
人
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の

書
い
た
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
と
い
う
小
説
で
あ
る（

1
）。

以
下
、
日
本
へ
の
ロ

ー
デ
ン
バ
ッ
ク
、『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
の
翻
訳
移
入
状
況
の
概
観
、
田
山
花

袋
の
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
へ
の
興
味
、〈
奈
良
〉
に
「
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
読
み
込
む
同
時
代
の
文
学
的
想
像
力
の
広
が
り
を
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。

Ⅱ　

ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の
日
本
へ
の
移
入

　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
（G

eorges R
odenbach

一
八
五
五
〜
九
八
年
）

は
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
ベ
ル
ギ
ー
の
小
説
家
、
詩
人
で
あ
る
。『
死
都
ブ
リ
ュ

ー
ジ
ュ
』
は
、
一
八
九
二
年
二
月
、「
フ
ィ
ガ
ロ
」
紙
上
に
一
〇
回
に
わ
た
り
に

連
載
さ
れ
た
の
ち
、
マ
ル
ポ
ン
・
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
ブ
リ
ュ

ー
ジ
ュ
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
古
都
で
、
十
四
世
紀
に
は
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
国
際
商

業
都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
都
市
で
あ
る
。

　

主
人
公
ユ
ー
グ
・
ヴ
ィ
ア
ー
ヌ
は
、
美
し
い
妻
に
先
立
た
れ
、
そ
の
苦
し
み
に

耐
え
か
ね
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
に
や
っ
て
来
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
死
ん
だ
妻
に
そ
っ

く
り
の
踊
り
子
ジ
ャ
ー
ヌ
・
ス
コ
ッ
ト
と
出
会
う
。
奔
放
な
彼
女
に
も
て
あ
そ
ば

れ
る
ユ
ー
グ
。
つ
い
に
、彼
は
妻
に
瓜
二
つ
の
ジ
ャ
ー
ヌ
を
絞
め
殺
し
て
し
ま
う
。

　

こ
の
物
語
に
特
徴
的
な
の
は
、
最
愛
の
妻
に
瓜
二
つ
の
女
性
を
殺
し
て
し
ま
う

悲
劇
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
作
者
が
「
は
し
が
き
」
で
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
ブ

リ
ュ
ー
ジ
ュ
と
い
う
「
都
市
」
を
登
場
人
物
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
情
熱
研
究
の
書
に
お
い
て
、
と
も
か
く
私
は
と
り
わ
け
一
つ
の
「
都

市
」
を
呼
び
起
こ
し
た
い
と
思
っ
た
。
人
々
の
精
神
状
態
を
結
ば
り
あ
い
、

忠
告
し
、
行
為
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
、
決
心
さ
せ
る
一
人
の
主
要
人
物
の
よ

う
な
「
都
市
」
を
。

　

か
く
し
て
、
私
が
好
ん
で
選
ん
だ
こ
の
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
は
、
現
実
の
な
か

に
ほ
と
ん
ど
人
間
そ
の
も
の
と
し
て
姿
を
見
せ
る
…
…
そ
の
影
響
力
は
そ
こ

に
滞
在
す
る
人
々
に
及
ぼ
さ
れ
る（

2
）。

　

そ
し
て
、
作
者
・
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
は
「
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
書か
き

割わ
り

は
事
件
の
や

ま
場
に
力
を
か
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
ペ
ー
ジ
の
あ
い
ま
に
は
書
割

を
挿
入
し
、
ぜ
ひ
と
も
そ
れ
を
再
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
都
市
へ
の

想
像
力
を
喚
起
す
る
た
め
に
、
刊
本
で
は
数
ペ
ー
ジ
お
き
に
、
川
岸
、
教
会
、
聖

堂
、
古
い
家
屋
な
ど
の
網
目
写
真
三
五
枚
を
挿
入
す
る
工
夫
を
こ
ら
す
。「
本
書
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を
読
む
人
た
ち
も
、
こ
の
「
都
市
」
の
姿
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
影
響
力
を
受
け
」

る
よ
う
に
す
る
こ
の
工
夫
は
、『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
を
小
説
で
あ
り
な
が
ら
、

ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
紀
行
の
よ
う
に
読
ま
せ
る
効
果
を
読
者
に
与
え
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
文
学
者
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の
移
入
研
究
に
つ
い
て
は
、
村
松
定

史『
日
本
に
お
け
る
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
』（
芸
林
書
房
、一
九
九
八〔
平

成
一
〇
〕
年
一
二
月
）
に
詳
し
い
。

　

ま
ず
、
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
を
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
、
上
田
敏
で
あ
る
と
い
う
。

一
八
九
五
〔
明
治
二
八
〕
年
一
月
の
「
帝
国
文
学
」
で
そ
の
名
前
を
紹
介
し
、
そ

し
て
、一
九
〇
五
〔
明
治
三
八
〕
年
一
〇
月
、雑
誌
「
明
星
」
に
、「
ジ
ォ
ル
ジ
ュ
・

ロ
オ
デ
ン
バ
ッ
ハ
」
の
「
黄
昏
」
と
い
う
詩
を
翻
訳
発
表
す
る
。
こ
の
詩
は
『
海

潮
音
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
序
文
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
、
ヴ
ェ
ラ

ー
レ
ン
、
マ
ラ
ル
メ
と
と
も
に
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の
名
前
を
挙
げ
た
こ
と
が
、
日

本
に
お
け
る
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の
移
入
史
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
論
の
嚆
矢
と
し
て
は
、
一
九
〇
九
〔
明
治
四
二
〕
年
「
早
稲

田
文
学
」
の
岡
村
千
秋
「
詩
人
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ハ
」
で
あ
る
が
、
小
説
の
翻
訳
は

さ
ら
に
遅
く
な
る
。

　
〝B

ruges la M
orte

（『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』）〞の
日
本
語
訳
は
、一
九
三
三〔
昭

和
八
〕
年
の
江
間
俊
雄
訳
、ロ
オ
デ
ン
バ
ッ
ハ
『
死
の
都
ブ
リ
ウ
ジ
ュ
』（
春
陽
堂
）

が
も
っ
と
も
早
い
。

　
〝B

ruges la M
orte

〞
の
日
本
で
の
翻
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（

3
）。

一
九
三
三
年　

ロ
オ
デ
ン
バ
ッ
ハ
『
死
の
都
ブ
リ
ゥ
ジ
ュ
』
江
間
俊
雄
訳　

春
陽
堂

一
九
四
九
年　

ロ
ダ
ン
バ
ッ
ク
『
死
の
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
黒
田
憲
治
・
多

田
道
太
郎
訳　

思
索
社

一
九
七
六
年　

Ｇ
・
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ハ
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
窪
田
般
彌

訳　

冥
草
舎

一
九
八
四
年　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ロ
デ
ン
バ
ッ
ク
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
・
霧

の
紡
車
』
田
辺
保
・
倉
智
恒
夫
訳　

国
書
刊
行
会

一
九
八
八
年　

ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
窪
田
般
彌
訳
、

岩
波
文
庫

二
〇
〇
五
年　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
『
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
集
成
』

高
橋
洋
一
訳
、
ち
く
ま
文
庫

　

村
松
定
史
『
日
本
に
お
け
る
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
』
に
は
、
田
山

花
袋
の
名
前
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
花
袋
の
紀
行
文
に
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ロ
ー

デ
ン
バ
ッ
ク
」「
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
」
の
名
前
が
見
え
る
の
は
、一
九
〇
五
〔
明

治
三
八
〕
年
九
月
で
あ
る
。
詳
し
い
経
緯
は
後
述
す
る
が
、
田
山
花
袋
は
、
上
田

敏
同
様
、
比
較
的
早
く
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
に
興
味
を
持
っ
た
文
学
者
で
あ
る
と
言

え
る
。

Ⅲ　

田
山
花
袋
と
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』

　

現
在
ま
で
確
認
で
き
た
な
か
で
、
田
山
花
袋
の
文
章
で
一
番
早
く
、「
ジ
ョ
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ル
ジ
ュ
・
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
」「
死
都
ブ
ル
ー
ジ
ュ
」
の
名
前
が
見
え
る
の
は
、

一
九
〇
五
〔
明
治
三
八
〕
年
九
月
の
「
奈
良
雨
中
記
」
で
あ
る
。「
奈
良
雨
中
記
」

の
記
述
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
み
て
ゆ
く
が
、「
伯ベ
ル
ギ
ー

耳
義
の
若
き
詩
人
の
群
は
、

今
、
欧
洲
大
陸
に
於
け
る
詩
の
高
調
を
歌
へ
り
。
其
一
人
、
ジ
ョ
ル
ジ
、
ロ
オ
デ

ン
バ
ハ
は
、
伯
耳
義
の
廃
都
ブ
ル
ー
グマ
マ

の
詩
人
と
し
て
声
名
あ
り
き
」
と
あ
る
。

　

た
だ
、
一
九
〇
八
〔
明
治
四
一
〕
年
三
月
二
二
日
の
読
売
新
聞
・
日
曜
附
録
に

掲
載
さ
れ
た
「
ロ
ー
デ
ン
バ
ツ
ハ
の
「
廃
都
」」
に
お
い
て
、「
ジ
ョ
ー
ジ
、
ロ
ー

デ
ン
バ
ツ
ハ
（G

eorges R
osenbach

）
は
決
し
て
新
し
い
作
者
で
は
な
い
が
、
近

頃
読
み
た
い
と
思
つ
て
居
た
矢
先
き
に
、蒲
原（
有
明
）君
がB

ruges la-M
ort

マ
マ

a

（
廃

都
）
と
云
ふ
小
説
を
持
つ
て
居
る
と
云
ふ
事
で
、早
速
借
り
て
来
て
読
ん
で
見
た
」

と
あ
る
。
田
山
花
袋
は
、果
た
し
て
い
つ
、『
死
都
ブ
ル
ー
ジ
ュ
』
を
読
ん
だ
の
か
。

こ
の
三
年
間
の
ず
れ
に
疑
問
を
も
っ
た
小
林
一
郎
は
、「
談
話
で
あ
る
の
で
記
者

の
聞
き
違
い
、
あ
る
い
は
誇
張
も
多
少
あ
っ
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
」
と
『
死

都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
を
読
ん
だ
時
期
を
一
九
〇
五
〔
明
治
三
八
〕
年
か
、
そ
の
前

年
と
推
定
し
て
い
る（

4
）。

田
山
花
袋
と
蒲
原
有
明
は
、
後
の
龍
土
会
の
前
身
と
な

る
柳
田
國
男
邸
で
の
集
ま
り
で
、
一
九
〇
二
〔
明
治
三
五
〕
年
に
は
知
り
合
っ
て

い
る
の
で
、「
奈
良
雨
中
記
」
を
書
く
前
に
蒲
原
有
明
か
ら
借
り
て
読
ん
だ
可
能

性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
一
九
〇
五
〔
明
治
三
八
〕
年
の
時
点
で
は
、
現
物
を
読
ん
で
い
な
い

可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
現
物
は
ま
だ
読
ん
で
お
ら
ず
、
小
説

の
概
要
を
ど
こ
か
で
見
聞
き
し
た
可
能
性
も
検
討
し
て
み
る
必
要
性
が
あ
り
そ
う

だ
。

　

一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
博
文
館
の
地
理
書
の
編
集
時
代
に
、
編
集
人
の
一
人
で

あ
っ
た
山
崎
直
方
か
ら
知
識
を
得
た
可
能
性
が
あ
る
。
山
崎
直
方
は
、
東
京
帝
国

大
学
理
科
大
学
地
質
学
科
の
卒
業
で
、一
八
九
八〔
明
治
三
一
〕か
ら
一
九
〇
二〔
明

治
三
五
〕
年
の
満
三
か
年
、
地
理
学
の
研
究
を
目
的
と
し
て
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
に
留
学
し
た
経
験
を
も
つ（

5
）。

文
学
に
造
詣
も
深
く
、
仕
事
の
合
間
に
「
ド

イ
ツ
に
い
る
時
分
、
ア
ル
プ
ス
の
山
中
に
、
詩
人
ガ
ン
グ
ホ
ウ
ヘ
ル
を
訪
問
し
た

時
の
話
」
や
「
若
い
白
耳
義
詩
人
の
群
の
故
郷
と
も
言
っ
て
好
い
ブ
ル
ウ
ジ
ェ
の

故
市
の
話
」
な
ど
を
花
袋
に
聞
か
せ
て
く
れ
た
と
い
う（

6
）。

　

上
記
の
話
を
い
つ
聞
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
話
の
文
脈
か
ら
す
る
と
田

山
花
袋
が
博
文
館
で
地
理
書
の
編
纂
に
従
事
し
た
一
九
〇
三
〔
明
治
三
六
〕
年
一

月
か
ら
、
翌
年
の
三
月
に
日
露
戦
争
に
従
軍
す
る
ま
で
の
間
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。

　

も
う
一
つ
の
仮
説
と
し
て
は
、
海
外
の
、
と
く
に
象
徴
派
の
動
向
を
勉
強
す
る

中
で
、
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の
名
前
を
知
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

一
九
〇
六
〔
明
治
三
九
〕
年
三
月
、「
早
稲
田
文
学
」
に
掲
載
し
た
「
小
説
に

於
け
る
象
徴
諸
派
」
と
い
う
文
章
の
中
で
「
ロ
オ
デ
ン
バ
ハ
」
の
名
前
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
号
は
イ
ブ
セ
ン
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
た
特
集
号
で
、
島
村
抱

月
、
柳
田
國
男
な
ど
が
書
い
て
お
り
、
田
山
花
袋
の
論
は
、
マ
ラ
ル
メ
、
メ
ー
テ

ル
リ
ン
ク
、
イ
プ
セ
ン
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、
ソ
ラ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
ら
の
多
く
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
詩
人
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
象
徴
派
を
概
観
す
る
も

の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
象
徴
派
を
何
ら
か
の
形
で
勉
強
す
る
中
で
、『
死

都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
を
知
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
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一
九
〇
五
〔
明
治
三
八
〕
年
一
〇
月
に
、上
田
敏
の
『
海
潮
音
』
の
訳
詞
の
「
名

訳
に
よ
っ
て
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の
名
は
日
本
の
文
学
愛
好
者
の
間
に
一
気
に
広
が

り
、
熱
狂
的
な
愛
読
者
を
次
々
と
生
む
こ
と（

7
）」

に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
田
山
花

袋
が
同
年
九
月
に
書
い
た
紀
行
文
「
奈
良
雨
中
記
」
に
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ロ
ー
デ

ン
バ
ッ
ク
」「
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
」
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
小
説
家
ロ
ー
デ
ン

バ
ッ
ク
の
紹
介
と
し
て
は
、
非
常
に
早
い
例
だ
と
言
え
る
。

Ⅳ　

田
山
花
袋
「
奈
良
雨
中
記
」
に
お
け
る
〈
廃
都
〉
の
イ
メ
ー
ジ

　

田
山
花
袋
「
奈
良
雨
中
記
」
は
、一
九
〇
五
〔
明
治
三
八
〕
年
九
月
、「
新
古
文
林
」

に
発
表
さ
れ
、後
に
、『
旅
す
が
た
』（
隆
文
館
、一
九
六
四
〔
明
治
三
九
〕
年
六
月
）、

『
草
枕
・
旅
す
が
た
』（
隆
文
館
、
一
九
一
四
〔
大
正
三
〕
年
九
月
）、『
花
袋
紀
行

文
集　

第
二
集
』（
博
文
館
、一
九
二
三
〔
大
正
一
二
〕
年
一
月
）
に
収
め
ら
れ
た
。

　
「
奈
良
雨
中
記
」
に
描
か
れ
た
一
九
〇
五
〔
明
治
三
八
〕
年
二
月
の
旅
程
に
つ

い
て
は
、拙
論
「
紀
行
文
作
家
・
田
山
花
袋
―
―
明
治
期
、奈
良
へ
の
旅
を
中
心
に
」

（
奈
良
大
学
紀
要
、三
九
号
、二
〇
一
一
年
三
月
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、

以
下
、
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
の
出
て
く
る
唐
招
提
寺
で

の
く
だ
り
を
中
心
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

　
「
奈
良
雨
中
記
」
は
、『
大
日
本
地
誌
』（
博
文
館
）
の
巻
四
「
近
畿
」
の
取
材

の
た
め
の
取
材
旅
行
を
も
と
に
書
か
れ
た
紀
行
文
で
あ
る
。
一
九
〇
五
〔
明
治

三
八
〕
年
二
月
二
六
日
、
奈
良
に
到
着
し
た
花
袋
は
、
今
小
路
に
あ
る
旅
館
「
対

山
楼
」
に
宿
泊
す
る
。「
奈
良
雨
中
記
」
は
、「
処
は
奈
良
の
古
都
、
時
は
春
初
の

風
寒
く
、
鼠
色
の
雲
は
空
に
満
ち
て
、
昨
日
焼
き
し
と
い
ふ
な
る
若
草
山
の
肩
薄

黒
く
、
旅
情
の
侘
し
さ
転う

た

た
堪
へ
難
き
折
か
ら
、
後
の
唐
紙
を
そ
と
開
き
て
、
婢

は
麦
酒
一
陶
を
齎
し
来
り
ぬ
」
と
、
こ
の
旅
館
の
一
室
の
描
写
か
ら
は
じ
ま
る
。

　

初
春
の
細
雨
の
な
か
、
車
に
乗
っ
て
三
条
大
路
を
下
り
、「
平
城
都
の
遺
址
」

の
側
を
通
り
、
ま
ず
唐
招
提
寺
に
向
か
う
。
裏
門
に
車
を
つ
け
た
花
袋
は
、「
静

か
に
其
の
松
林
、
梢
を
渡
る
風
の
微
か
な
る
音
」
を
聞
く
だ
け
で
、「
わ
が
心
あ

や
し
う
な
り
ぬ
」
と
、「
千
二
百
余
年
の
殿
堂
」
に
足
を
踏
み
入
れ
る
期
待
感
に

心
を
躍
ら
せ
る
。

　

寺
の
庫
裡
に
案
内
を
こ
う
と
、
一
人
の
「
跛
足
」
の
僧
侶
が
現
れ
る
。
僧
侶
の

案
内
で
金
堂
に
入
る
と
、「
時
の
力
の
加
は
り
た
る
が
為
か
、
仏
の
力
の
か
く
ま

で
わ
れ
を
動
か
し
た
る
こ
と
は
未
だ
嘗
て
あ
ら
ざ
り
き
」
と
感
嘆
す
る
。
こ
の
世

の
欲
望
に
と
ら
わ
れ
、功
名
に
悶
え
る
自
分
と
比
べ
て
、「
こ
の
沈
黙
せ
る
殿
堂
は
、

世
に
さ
る
幾
多
の
事
変
、
幾
多
の
悲
劇
あ
り
た
り
と
は
夢
に
も
知
ら
ぬ
も
ゝ
如
く

に
、
独
り
さ
び
し
く
今
日
に
残
り
て
立
」
っ
て
お
り
、
そ
の
寺
の
中
で
ひ
っ
そ
り

と
生
き
る
「
跛
足
」
の
僧
侶
に
「
無
限
の
崇
高
の
情
を
無
限
の
崇
拝
の
念
と
の
潮

の
ご
と
く
簇む
ら
が

り
来
る
を
禁と
ど

め
得
ざ
り
き
」
と
感
じ
入
る
。

　

し
か
し
、
僧
侶
に
「
無
限
の
崇
高
の
情
と
無
限
の
崇
拝
の
念
」
を
抱
き
な
が
ら

も
、
世
俗
か
ら
抜
け
出
し
え
な
い
自
己
に
「
無
限
の
悲
涙
」
流
す
旅
人
・
花
袋
の

思
考
は
、
明
治
の
唐
招
提
寺
か
ら
、
一
九
世
紀
末
の
ベ
ル
ギ
ー
の
詩
人
「
ロ
オ
デ

ン
バ
ハ
」（
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
）
に
突
然
流
れ
て
ゆ
く
。

　

伯
耳
義
の
若
き
詩
人
の
群
は
、
今
、
欧
洲
大
陸
に
於
け
る
詩
の
高
調
を
歌
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へ
り
。
其
一
人
、
ジ
ョ
ル
ジ
、
ロ
オ
デ
ン
バ
ハ
は
、
伯
耳
義
の
廃
都
ブ
ル
ー

グ
の
詩
人
と
し
て
声
名
あ
り
き
。
其
著
〝B

ruges la M
orte

〞
は
形
は
小
説

な
れ
ど
、
想
は
全
く
詩
な
り
。
其
廃
都
の
古
の
香か
を
り気
に
あ
く
が
れ
た
る
一
人

の
空
想
家
は
其
主
人
公
な
り
。
渠
、
其
愛
妻
を
喪う
し
な

ひ
て
、
追
慕
哀
憐
の
情

に
堪
へ
ず
、
世
を
捨
て
て
功
名
を
捨
て
ゝ
、
其
の
廃
都
の
中
に
遁
れ
し
が
、

居
常
其
亡
妻
を
思
ふ
の
余
、
其
空
想
は
漸
く
誇
張
せ
ら
れ
、
人
間
と
し
て
の

存
在
に
一
の
異
彩
を
具そ
な

ふ
る
に
至
れ
り
。
亡
妻
を
追
慕
す
る
空
想
家
と
千
年

余
来
の
廃
都
の
か
を
り
と
、
何
ぞ
そ
の
映
対
の
妙
な
る
や
、
何
ぞ
そ
の
詩
調

の
斬
新
に
し
て
象シ
ン
ボ
ル徴
の
美
に
富
め
る
や
。
か
く
て
渠
は
ゆ
く
り
な
く
其
廃
都

の
市
街
に
、
其
亡
妻
の
面
影
を
見
た
り
。
其
髪
、
其
顔
、
其
姿
、
一
つ
と
し

て
亡
妻
に
髣
髴
た
り
。
さ
れ
ど
哀
哉
、
そ
は
其
形
の
み
に
似
て
其
心
は
全
く

異
れ
る
若
き
女
優
な
り
。
し
か
も
そ
の
形
に
憧
れ
し
渠
は
、
い
か
で
其
心
を

尋
ぬ
る
の
暇い

と
ま

を
有
す
べ
き
ぞ
。
忽
ち
に
し
て
恋
の
深
淵
に
投
ぜ
ら
れ
た
り
。

さ
れ
ど
そ
の
女
優
は
こ
の
あ
は
れ
む
べ
き
空
想
家
に
い
か
な
る
悲
劇
を
與
へ

た
り
し
ぞ
。
一
度
身
を
任
せ
て
、遂
に
彼
女
は
渠
に
精
神
上
の
死
を
命
ぜ
り
。

ロ
オ
デ
ン
バ
ハ
の
詩
才
は
此
の
以
後
を
叙
す
る
に
於
て
、
実
の
其
の
高ハ
イ
﹅
ト
オ
ン調

に
達
せ
り
。
曰
く
、
精
神
上
の
死
、
こ
れ
何
者
ぞ
。
渠
は
此
時
よ
り
全
く
廃

都
の
土
の
香
と
相
伴
ふ
こ
と
を
得
る
に
至
り
ぬ
、
と
。

　

わ
れ
、
今
、
こ
の
物
語
を
こ
の
奈
良
の
古
都
の
一
寺
観
の
裡
に
想
ひ
出
し

ぬ
。
こ
は
、
余
り
に
空
想
な
り
や
。
さ
れ
ど
こ
は
、
事
実
な
り
、
絶
東
の
孤

客
に
胸
臆
に
響
き
し
意
味
深
き
事
実
な
り
。

　

先
に
紹
介
し
た
花
袋
の
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
紹
介
文
「
ロ
ー
デ
ン
バ
ツ
ハ
の
「
廃

都
」」（
明
治
四
一
年
三
月
）
に
お
い
て
も
、「
廃
都
の
其
香
、
面
白
味
を
細
君
を

失
つ
た
男
と
結
び
つ
け
て
遂
に
主
人
公
其
の
人
も
此
の
町
に
来
て
か
ら
新
し
い
女

を
持
つ
て
廃
都
の
香
と
共
に
消
滅
し
て
了
ふ
と
云
ふ
様
な
感
情
を
書
い
た
も
の

だ
」
と
主
人
公
の
運
命
と
、「
廃
都
」
と
な
っ
た
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
町
を
象
徴
的

に
重
ね
あ
わ
せ
て
い
る
。
花
袋
の
「
象
徴
派
」
へ
の
興
味
と
い
う
点
か
ら
、
小
林

一
郎
は
「「
時
」
と
ル
イ
ン
と
「
自
然
」、
そ
し
て
女
・
性
慾
。
そ
う
し
た
も
の
が

尽
く
廃
都
の
中
で
消
滅
し
、
す
べ
て
が
荒
々
し
く
、
そ
し
て
静
か
に
変
化
し
て
行

く
世
界
を
象
徴
的
に
描
い
た
そ
の
感
情
に
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
、
こ
の

唐
招
提
寺
、「
跛
足
」
の
僧
侶
、
そ
し
て
、「
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
」
へ
の
連
想
を

説
明
す
る（

8
）。

　

講
堂
の
鴟
尾
を
見
て
、「
と
は
に
過
ぎ
行
き
た
る
沈
黙
の
影
の
象シ
ン
ボ
ル徴
」
と
感
嘆

す
る
花
袋
に
と
っ
て
、
唐
招
提
寺
、
そ
し
て
奈
良
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
過
ぎ
行
く

時
間
を
止
め
た
か
の
の
よ
う
に
、
時
代
の
中
で
埋
も
れ
た
「
廃
都
」
と
し
て
、
象

徴
的
に
賛
美
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、『
日
本
一
周
』（
博
文
館
、
一
九
一
四
〔
大
正
三
〕
四
月
）
で
は
、
こ

の
「
奈
良
雨
中
記
」
で
の
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
追
想
体
験
を
再
度
引
用
し
て
い
る
。

　

奈
良
を
歩
く
と
、
私
は
そ
の
女
（『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
に
登
場
す
る

女
性
：
引
用
者
註
）
を
思
ひ
出
し
た
。
落
葉
の
ガ
サ
〳
〵
す
る
や
う
な
細
い

道
を
歩
き
な
が
ら
、
そ
の
女
の
こ
と
を
思
つ
て
、
そ
し
て
ふ
と
気
が
附
い
て
、

自
分
で
笑
つ
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
つ
た
。
唐
招
提
寺
の
松
林
の
中
で
も
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私
は
そ
れ
を
思
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

奈
良
と
ブ
ル
ー
ジ
と
を
比
較
す
る
の
は
或
は
間
違
つ
て
ゐ
る
か
も
し
れ
な

い
。
丸
で
感
じ
が
違
つ
て
ゐ
る
。
か
う
そ
の
水
彩
画
家
も
話
し
た
。
そ
こ
に

比
べ
る
と
、
奈
良
の
方
は
、
同
じ
旧
都
で
も
、
ぐ
ツ
と
明
る
い
さ
う
で
あ
る
。

地
形
も
ぐ
ツ
と
開
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
廃
都
と
い
ふ
感
じ
に
於

て
は
、
ブ
ル
ー
ジ
の
方
が
余
程
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
日
本
で
は
、
旧
都
と
い
ふ
心
持
を
起
さ
せ
る
の
は
奈
良
よ
り
他
に
は
な

い
。
鎌
倉
な
ど
は
駄
目
で
あ
る
。（
略
）
つ
ま
り
寺
な
ど
が
多
く
そ
の
ま
ゝ

に
残
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
皇
居
の
址
な
ど
が
二
千
前
を
経
て
も
依
然
と

し
て
た
ど
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
と
丸
で
趣
を
異
に
し
た
寺
の
構
造
、
そ
の

頃
に
そ
れ
ほ
ど
日
本
が
文
明
国
で
あ
つ
た
か
と
思
は
れ
る
や
う
な
大
き
な
仏

像
、
繊
巧
に
陥
ら
な
か
つ
た
そ
の
時
の
芸
術
―
―
さ
う
い
ふ
こ
と
が
一
種
の

空
気
と
一
種
の
諧
調
と
を
私
達
の
胸
に
齎
ら
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
部
分
は
次
に
、「
普
通
に
奈
良
に
遊
ぶ
人
」
は
、「
大
仏
が
大
き
い
の
が
め

づ
ら
し
か
つ
た
り
、春
日
神
社
の
森
に
ゐ
る
鹿
が
珍
し
か
つ
た
り
す
る
に
止
つ
て
」

い
る
と
い
う
苦
言
に
続
く
。

　

お
そ
ら
く
、
花
袋
に
と
っ
て
〈
奈
良
〉
と
い
う
ト
ポ
ス
は
、
観
光
地
の
魅
力
以

上
に
、ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

魅
力
を
増
し
て
い
る
。
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
町
並
み
を
想
い
描
く
と
き
、「
新
し
い

さ
び
し
い
情
緒
な
ど
ゝ
い
ふ
こ
と
も
其
処
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
」（『
日
本
一
周
』

二
八
奈
良
）
と
い
う
花
袋
に
と
っ
て
、〈
奈
良
〉
と
い
う
ト
ポ
ス
は
、
創
作
者
と

し
て
「
新
し
い
さ
び
し
い
情
緒
」
を
か
か
え
た
主
体
を
生
み
出
す
場
所
と
し
て
意

識
さ
れ
て
い
た
の
は
、次
の
「
唐
招
提
寺
」（『
京
阪
一
日
の
行
楽
』、一
九
二
三
〔
大

正
一
二
〕
年
二
月
）
の
一
節
か
ら
も
う
か
が
え
る（

9
）。

『（
前
略
）
ベ
ル
キ
イ
の
作
家
に
、
ロ
オ
デ
ン
バ
ハ
と
い
ふ
人
が
ゐ
る
ね
？
』

『
ゐ
る
、
ゐ
る
…
…
』

『
あ
の
人
の
作
に
、〝B

ruges la m
ort

〞
と
い
ふ
作
が
あ
る
か
ね
？
』

『
知
つ
て
ゐ
る
、
知
つ
て
ゐ
る
。』

『
あ
の
作
を
思
ひ
出
す
や
う
な
と
こ
ろ
だ
よ
、〝N

ara la m
ort

〞
を
書
く
時
に

は
、
何
う
し
た
つ
て
あ
の
寺
を
舞
台
に
せ
ず
に
は
お
け
な
い
ね
？
』

　

こ
ん
な
話
を
私
は
Ｂ
と
し
た
こ
と
を
思
ひ
起
し
た
。

　
〈
奈
良
―
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
〉
の
連
想
は
、
こ
こ
で
は
、
新
た
な
る
創
作
へ
の
モ

チ
ー
フ
へ
と
接
続
し
て
い
る
。

　

田
山
花
袋
の
作
品
に
は
、
し
ば
し
ば
次
の
よ
う
に
外
国
文
学
の
主
人
公
と
、
自

己
の
悲
哀
を
重
ね
合
わ
せ
る
人
物
描
出
法
が
見
ら
れ
る
。
以
下
は
、田
山
花
袋「
蒲

団
」
で
、
恋
す
る
女
弟
子
に
、
新
し
い
恋
人
が
出
来
た
こ
と
を
知
っ
た
「
悲
哀
」

の
感
情
を
表
現
す
る
場
面
で
あ
る
。

一
歩
の
相
違
で
運
命
の
唯
中
に
入
る
こ
と
が
出
来
ず
に
、
い
つ
も
圏
外
に
立

た
せ
ら
れ
た
淋
し
い
苦
悶
、
そ
の
苦
し
い
味
を
か
れ
は
常
に
味
っ
た
。
文
学

の
側
で
も
そ
う
だ
、
社
会
の
側
で
も
そ
う
だ
。
恋
、
恋
、
恋
、
今
に
な
っ
て
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も
こ
ん
な
消
極
的
な
運
命
に
漂
わ
さ
れ
て
い
る
か
と
思
う
と
、
そ
の
身
の
意

気
地
な
し
と
運
命
の
つ
た
な
い
こ
と
が
ひ
し
ひ
し
と
胸
に
迫
っ
た
。
ツ
ル
ゲ

ネ
ー
フ
の
い
わ
ゆ
る Superfluous m

an ! 

だ
と
思
っ
て
、
そ
の
主
人
公
の
儚

い
一
生
を
胸
に
繰
返
し
た
。（
田
山
花
袋
「
蒲
団
」、新
小
説
、一
九
〇
七
〔
明

治
四
〇
〕
年
九
月
）

　
「
悲
哀
」「
煩
悶
」「
懊
悩
」「
苦
悩
」
と
い
う
言
葉
を
た
び
た
び
自
己
の
運
命
を

語
る
と
き
に
持
ち
出
す
花
袋
作
品
の
男
性
主
人
公
た
ち
の
、
こ
う
し
た
情
緒
の
形

成
は
、
同
時
代
的
に
は
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
」
で
あ
る
と
批
難
の
対
象
で
も
あ
っ

た
が
、
同
時
に
こ
う
し
た
感
受
性
に
感
染
す
る
数
多
く
の
青
年
読
者
も
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
新
し
い
さ
び
し
い
情
緒
」
を
か
か
え
た
主
体
形
成
の
、
一
つ
の

源
泉
に
紀
行
文
体
験
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
旅
を
す
る
こ
と
、
紀
行
文
を
書
く
こ
と

の
意
味
を
も
う
一
度
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。特
に
田
山
花
袋
の
場
合
は
、

小
説
家
と
し
て
名
前
が
売
れ
始
め
て
も
、
小
説
活
動
と
並
行
し
て
、
生
涯
紀
行
文

を
発
表
し
て
い
る（
10
）。

旅
好
き
だ
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、
紀
行
文
で
培
わ

れ
た
感
受
性
が
、
小
説
創
作
と
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
紀
行
文
と
小

説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
隣
接
性
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う（
11
）。

こ
れ
は
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

Ⅴ　

お
わ
り
に　
　
〝N

ara la M
orte

〟
―
―
〈
奈
良
〉
へ
の
想
像
力

　

以
上
の
よ
う
に
、
古
い
も
の
が
滅
び
て
ゆ
く
悲
哀
と
い
う
感
情
か
ら
、
奈
良
と

ブ
ル
ー
ジ
ュ
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
田
山
花
袋
だ
け
の
感
性
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
も
な
か
っ
た
。
永
井
荷
風
も
同
じ
よ
う
に
ブ
ル
ー
ジ
ュ
と
奈
良
を
結
び
つ
け
て

考
え
て
い
る
。

　

村
松
定
史
に
よ
れ
ば
、一
九
〇
七
〜
〇
八〔
明
治
四
〇
〜
四
一
〕年
の
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
滞
在
か
ら
帰
国
後
か
ら
、
荷
風
の
書
い
た
も
の
の
な
か
に
、
ロ
ー
デ
ン

バ
ッ
ク
の
記
述
が
み
ら
れ
る
と
い
う（
12
）。

ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
文
学
を
詳
し
く
紹
介

し
た
「
文
芸　

読
む
が
ま
ゝ
（
二
）」（
三
田
文
学
、
一
九
一
二
〔
大
正
元
〕
年
九

月
）
で
は
、『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
を
「
廃
市
の
鐘
」
と
訳
し
て
、
そ
の
解
説

を
し
た
の
ち
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

▲
わ
れ
こ
の
小
説
を
よ
み
し
時
、
舞
台
を
奈
良
の
都
に
取
り
、
古
美
術
の

空
気
を
活
躍
せ
し
め
て
、
古
代
崇
拝
の
詩
人
と
、
現
代
的
女
性
と
の
恋
の
破

綻
を
描
か
ん
に
は
と
思
ひ
立
ち
た
る
事
あ
り
き
。
さ
れ
ど
あ
ま
り
に
模
倣
の

卑
劣
な
る
事
を
思
ひ
て
止
み
ぬ
。

　

こ
の
奈
良
版
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
は
、
書
か
れ
な
か
っ
た
が
、
村
松
定
史

は
、こ
の
着
想
は
、一
九
〇
九
年
に
執
筆
さ
れ
た
荷
風
の
中
編
小
説
「
す
み
だ
川（
13
）」

に
結
実
し
て
い
る
こ
と
を
、二
作
品
の
構
成
な
ど
の
面
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
村
松
論
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
奈
良
と
ブ
ル
ー
ジ
ュ
を
結
び
つ
け

る
荷
風
の
発
想
の
原
点
を
上
田
敏
の
奈
良
か
ら
の
手
紙
に
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
一
九
一
〇
年
、
奈
良
か
ら
上
田
敏
は
荷
風
に
手
紙
を
送
り
、
そ
の
手
紙
の

一
節
に
「
夢
見
の
里
と
も
申
可
きN

ara la M
orte

に
は
か
り
よ
ん
の
音
な
ら
ぬ
梵
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鐘
の
声
あ
は
れ
に
坐そ
ゞ

ろ
古
い
に
し
へ

を
思
は
せ
候
」
と
あ
る（
14
）。

こ
れ
に
対
し
て
村
松
論

で
は
以
下
の
よ
う
に
推
論
し
て
い
る
。

　

上
田
敏
と
荷
風
は
パ
リ
を
は
じ
め
、
京
都
、
東
京
で
す
で
に
面
識
が
あ
り
、

荷
風
は
五
歳
年
長
の
上
田
敏
を
敬
愛
し
て
い
た
。
そ
し
てB

ruges-la-M
orte

を
も
じ
っ
た
「N

ara la M
orte

」
は
、
単
に
言
葉
遊
び
と
言
う
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
旧
都
奈
良
が
敏
に
ベ
ル
ギ
ー
の
古
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
を
連
想
さ
せ
、

そ
の
心
象
風
景
を
荷
風
に
書
き
送
る
裏
に
は
、
明
ら
か
に
小
説B
ruges-la-

M
orte

が
二
人
の
共
通
の
も
の
と
し
て
介
在
し
て
い
よ
う
。

　

一
九
〇
五
〔
明
治
三
八
〕
年
九
月
に
田
山
花
袋
が
「
奈
良
雨
中
記
」
で
、
ロ
ー

デ
ン
バ
ッ
ク
『
死
都
ブ
ル
ー
ジ
ュ
』
に
言
及
し
、
奈
良
か
ら
ブ
ル
ー
ジ
ュ
に
思
い

を
は
せ（
15
）、

そ
の
五
年
後
に
も
上
田
敏
経
由
で
、
永
井
荷
風
が
奈
良
―
ブ
ル
ー
ジ

ュ
を
重
ね
合
わ
せ
る
文
章
を
残
し
て
い
る
。

　
「
敏
の
こ
の
一
行
が
荷
風
に
小
説
の
ア
イ
デ
ア
を
誕
生
さ
せ
」
た
の
か
、「
す
で

に
荷
風
に
は
以
前
か
ら
摸
作
に
近
い
作
品
の
腹
案
が
あ
り
、B

ruges-la-M
orte

と

い
う
タ
イ
ト
ル
や
内
容
に
つ
い
て
二
人
の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
」
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
田
山
花
袋
が
『
京
阪
一
日
の
行
楽
』
の
な
か

で
「〝N

ara la M
orte

〞」
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
の
は
一
九
二
三
〔
大
正
一
二
〕

年
で
あ
り
、
上
田
敏
が
永
井
荷
風
の
手
紙
の
な
か
で
「N

ara la M
orte

」
と
記
し

た
の
は
、
一
九
一
八
〔
大
正
七
〕
年
以
前
で
あ
る
。

　

ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
を
め
ぐ
っ
て
、
田
山
花
袋
と
上
田
敏
、
田
山
花
袋
と
永
井
荷

風
の
あ
い
だ
に
情
報
伝
達
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な

い
が
、
明
治
末
年
か
ら
、〈
奈
良
―
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
〉
幻
想
と
い
っ
た
も
の
が
文

壇
の
一
部
に
あ
り
、〈
奈
良
―
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
〉
イ
メ
ー
ジ
が
創
作
の
原
動
力
と

な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
注（

1
）
作
者
の
名
前
の
記
述
は
、「
ロ
オ
デ
ン
バ
ハ
」「
ロ
ダ
ン
バ
ツ
ク
」「
ロ
デ
ン
バ
ッ
ク
」

「
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ハ
」「
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
」
と
翻
訳
者
に
よ
っ
て
一
定
し
な
い
。
引

用
文
を
除
く
本
文
に
お
い
て
は
、
一
般
に
普
及
し
た
岩
波
文
庫
版
に
な
ら
っ
て
「
ロ

ー
デ
ン
バ
ッ
ク
」
と
す
る
。
ま
た
、小
説
の
タ
イ
ト
ル
の
訳
語
も
「
廃
都
」「
死
都
」「
死

の
都
」、「
ブ
ル
ー
ジ
」「
ブ
ル
ー
ジ
ュ
」「
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
」
と
一
定
し
な
い
が
、
本

文
で
は
や
は
り
岩
波
文
庫
版
に
な
ら
っ
て
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
と
す
る
。

（
2
）
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』（
窪
田
般
彌
訳
、岩
波
文
庫
、一
九
八
八
〔
昭

和
六
三
〕
年
三
月
）
よ
り
引
用
。
以
下
、『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』
か
ら
の
引
用
は
岩

波
文
庫
版
に
よ
る
。

（
3
）
松
村
定
史
「
ベ
ル
ギ
ー
小
説
の
日
本
受
容
―
―
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
『
死
都
ブ
ル
ー
ジ

ュ
』」、
名
城
大
学
人
文
紀
要
、
四
二
巻
三
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月

（
4
）
小
林
一
郎
『
田
山
花
袋
研
究　

博
文
館
時
代
（
一
）』、
桜
楓
社
、
一
九
七
八
〔
昭
和

五
三
〕
年
三
月

（
5
）
岡
田
俊
裕
「
山
崎
直
方
・
佐
藤
伝
蔵
編
『
大
日
本
地
誌
』
の
地
理
学
史
的
意
義
」、

高
知
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
、
六
八
号
、
二
〇
〇
八
〔
平
成
二
〇
〕
年
三
月

（
6
）
田
山
花
袋
『
東
京
の
三
十
年
』、
博
文
館
、
一
九
〇
七
〔
大
正
六
〕
年
六
月
。
引
用

は
岩
波
文
庫
版
（
一
九
八
一
〔
昭
和
五
六
〕
年
五
月
）
に
よ
る
。
ま
た
、
い
つ
の
話

で
あ
る
か
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
山
崎
直
方
が
「
自
分
で
、
そ
こ
で
撮
つ
た
の
だ

と
言
つ
て
、
小
さ
い
写
真
を
七
八
枚
私
に
貸
し
て
呉
れ
た
」
と
い
う
回
想
も
あ
る
。

そ
の
と
き
山
崎
は
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
こ
と
を
「
ち
ょ
つ
と
、
摂
津
の
堺
と
言
つ
た
や

う
な
と
こ
ろ
で
せ
う
ね
。
堺
に
奈
良
の
一
部
を
加
へ
た
よ
う
な
感
じ
の
す
る
こ
と
ろ

で
す
ね
」
と
説
明
し
て
い
る
（「
廃
都
」『
赤
い
桃
』、
春
陽
堂
、
一
九
一
八
〔
大
正
七
〕

年
三
月
）。
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（
7
）
村
松
定
史
「
ベ
ル
ギ
ー
小
説
の
日
本
受
容
―
―
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
『
死
都
ブ
ル
ー
ジ

ュ
』」、
名
城
大
学
人
文
紀
要
、
四
二
巻
三
号
、
二
〇
〇
七
〔
平
成
一
九
〕
年
三
月

（
8
）
小
林
一
郎
『
田
山
花
袋
研
究　

博
文
館
時
代
（
一
）』、
桜
楓
社
、
一
九
七
八
〔
昭
和

五
三
〕
年
三
月

（
9
）
田
山
花
袋
『
京
阪
一
日
の
行
楽
』、
博
文
館
、
一
九
二
三
〔
大
正
一
二
〕
年
二
月

（
10
）
拙
論
「
紀
行
文
作
家
・
田
山
花
袋
―
―
明
治
期
、
奈
良
へ
の
旅
を
中
心
に
」（
奈
良
大

学
紀
要
、
三
九
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
の
年
表
を
参
照
の
こ
と
。

（
11
）
花
袋
の
紀
行
文
研
究
と
し
て
は
、
宮
内
俊
介
「
初
期
田
山
花
袋
論　

紀
行
文
と
小

説
の
谷
間
」（
文
芸
研
究
、
三
六
号
、
一
九
七
七
〔
昭
和
五
二
〕
年
三
月
）、
持
田
叙

子
「〝
紀
行
文
の
時
代
〞
と
近
代
小
説
の
生
成
―
習
作
期
の
田
山
花
袋
を
中
心
に
」（
國

學
院
雜
誌
、八
七
巻
七
号
、一
九
八
六〔
昭
和
六
一
〕年
七
月
）、五
井
信「
鉄
道
・（
日
本
）・

描
写
―
田
山
花
袋
の
紀
行
文
『
草
枕
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
松
学
舎
大
学
論
集
、四
三
号
、

二
〇
〇
〇〔
平
成
一
二
〕年
三
月
）な
ど
が
あ
り
、小
説
創
作
に
お
け
る
紀
行
文
の
役
割
、

近
代
化
と
紀
行
（
文
）
の
関
係
な
ど
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
12
）村
松
定
史「
ベ
ル
ギ
ー
小
説
の
日
本
受
容
――
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク『
死
都
ブ
ル
ー
ジ
ュ
』」、

名
城
大
学
人
文
紀
要
、
四
二
巻
三
号
、
二
〇
〇
七
〔
平
成
一
九
〕
年
三
月

（
13
）
永
井
荷
風
「
す
み
だ
川
」、
新
小
説
、
一
四
巻
一
二
号
、
一
九
〇
九
〔
明
治
四
二
〕

年
一
二
月
。
一
九
一
一
年
三
月
『
す
み
だ
川
』（
籾
山
書
店
）
に
所
収
。

（
14
）永
井
荷
風「
書
か
で
も
の
記
」（
四
）（「
花
月
」六
号
、一
九
一
八〔
大
正
七
〕年
一
〇
月
）

に
引
用
さ
れ
た
上
田
敏
の
手
紙
か
ら
。

（
15
）
た
だ
、
花
袋
に
お
い
て
、〈
奈
良
―
ブ
ル
ー
ジ
ュ
〉
幻
想
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

い
よ
う
だ
。
古
い
都
市
が
滅
び
て
ゆ
く
悲
哀
を
感
じ
る
心
性
を
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の

『
廃
都
ブ
ル
ー
ジ
ュ
』
に
託
す
の
は
、
奈
良
だ
け
で
は
な
く
、「
町
に
漂
つ
た
衰
残
の

空
気
―
―
そ
れ
が
不
思
議
に
も
私
の
心
を
を
あ
る
離
れ
た
ア
ー
チ
ス
チ
ツ
ク
な
境
に
つ

れ
て
行
つ
た
。
ロ
ー
デ
ン
バ
ハ
の
ブ
ル
ー
ジ
の
町
に
於
け
る
や
う
に
、
こ
の
衰
え
た

町
を
歌
ふ
詩
人
が
一
人
位
あ
つ
て
も
好
い
と
思
つ
た
。」（「
人
生
の
一
宿
駅
」、
文
章

世
界
、
一
九
一
二
〔
明
治
四
五
〕
年
三
月
）
の
よ
う
に
、
東
京
郊
外
の
「
小
さ
い
さ

び
し
い
田
舎
町
」
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
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光石：紀行文に描かれた〈奈良〉31

－　 －

〈Nara〉 drawn on the travelogue Tayama Katai “Narautyuki”
and Georges Rodenbach “Bruges la Morte”

　
Ayumi MITSUISHI
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